
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【集団行動】 ・集団としての規律や

マナー、公正な態度を

身につける。

・二列横隊

・班編制

・方向転換

・列の増減

・基本的な隊形移動を習得することが

できる。

・集団行動としての規律やマナーを理

解しながら、自分の行動を予測するこ

とができる。

・集団行動（二列横隊、列の増減）の

ポイントを理解しながら、取り組めて

いるかどうか

・集団としての規律やマナーを理解し

ながら、意欲的に取り組むことができ

る。

・集団の一員としての自覚をもつこと

ができる。

【新体力テスト】 ・自己の体力の現状を

正しく把握し、生涯ス

ポーツの実践や体力づ

くりの基礎を養う。

・体力の向上を図るた

めの行い方を理解し、

課題解決するための練

習計画の見通しをもつ

ことができる。

・５０ｍ走

・立ち幅跳び

・２０ｍシャトルラン

・上体おこし

・握力

・長座体前屈

・ハンドボール投げ

・反復横跳び

・体力テストに向けて、最大パフォー

マンスを発揮できるよう体調への自己

管理を行うことができる。

・体力の向上を図るための課題を解決

するための計画をたてることができ

る。

・測定方法、ルール等を理解して行う

ことができる。

・体力の向上を図るための行い方を理

解し、自分の体力の課題を見つけるこ

とができる。

・自己の体力の現状を踏まえ記録の軌

跡を確認しながら、自己の体力に関す

る課題の設定を行うことができる。

・体力の向上を図るための行い方や課

題解決のための練習計画を自己分析し

ながら考えることができる。

・自己の体力の現状を正しく理解する

ための、各種目の取り組みを意欲的に

行うことができる。

・測定に必要な準備や、用具、場の設

定を進んで行うことができる。

・体力の向上を図るための行い方や課

題解決のための練習計画の立案に意欲

的に取り組むことができる。

【陸上】

短距離走・リレー

・短距離走やリレーの

バトンパスの方法や走

の技能を高め、自己記

録への挑戦や仲間との

競争を楽しむことがで

きる。

・個人的技能

　・オーバーヘッドス

トローク

　・サイドアームスト

ローク

　・アンダーハンドス

トローク

　・サービス

・集団的技能

　・フォーメーション

　・ダブルスゲーム

・基本的な技能（各種ストローク、

サービス）を高め、ペアと連携した

ゲームを円滑に行うことができる。

・バドミントンにおいて用いられる技

術や戦術、作戦などの名称を知り、

ゲーム中にそれらを発揮することがで

きる。

・安全に留意して、競技のルールや練

習方法・審判法を理解できる。

・自分の目標や課題を持ちながら、練

習や記録会に参加することができる。

・安全に留意しながら、技能や記録の

向上を目指して仲間と協力して取り組

むことができる。

【バレーボール】 ・チームの実態に応じ

た作戦をたててゲーム

を楽しむ事ができる。

・個人的技能

　・オーバーパス

　・アンダーパス

　・サーブ

・集団的技能

　・つなぎ（ラリーを

続ける）

・基本的な技能（オーバーパス、アン

ダーパス、サーブ、スパイク及びブ

ロック）高め、ボールをつないだゲー

ムを円滑に行うことができる。

・安全に留意して、各種のルール、各

種目のルール、競技、審判方法を理解

できる。また、チーム内での個人の役

割を理解しながら行動できる。

・技能の要点（オーバーパス、アン

ダーパス、サーブ、スパイク、ブロッ

ク）を理解した課題をもち、その課題

解決を目指した練習ができる。

・状況に応じて、ルールを工夫したり

作戦を立て、発展的なゲームや練習を

行うことができる。

・安全に留意しながら自分に適した目

標を設定し、技能の向上を目指して仲

間と工夫して意欲的に練習やゲームが

できる。また、ルールを把握しながら

審判

などのゲーム運営に積極的に関わるこ

とができる。
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 第【　1　】学年　【　　保健体育　　　】科学習指導計画　（年間指導時数　　１０５　　時間）

月 単元名 小単元・目標 主な学習活動・内容
評価基準



【アルティメット】

ニュースポーツ

・チームの課題や自己

の能力に適した課題解

決に取り組み、アル

ティメットの集団的技

能を生かした攻防を工

夫して行うことができ

る。

・個人的技能

　・バックハンドス

ロー

　・サイドアームス

ロー

　・アップサイドダウ

ンスロー

・集団的技能

　・ゲーム

・基本的な技能（バックハンドス

ロー、サイドアームスロー、アップサ

イドダウンスロー）を高め、ディスク

をつないだゲームを円滑に行うことが

できる。

・安全に留意して、ルールや競技、審

判方法を理解することができる。ま

た、チーム内での個人の役割を理解し

ながら行動できる。

・技能の要点（バックハンドスロー、

サイドアームスロー、アップサイドダ

ウンスロー）を理解した課題をもち、

その課題解決を目指した練習ができ

る。

・状況に応じて、ルールを工夫したり

作戦を立て、発展的なゲームや練習を

行うことができる。

・安全に留意しながら自分に適した目

標を設定し、技能の向上を目指して仲

間と工夫して意欲的に練習やゲームが

できる。また、ルールを把握しながら

審判

などのゲーム運営に積極的に関わるこ

とができる。

【器械運動】

マット運動

・器械運動の特性を味

わい、個々の技を正確

にできるようにすると

ともに、自己の課題を

設定しその課題を仲間

と協力して解決

することができるよう

にする。

・マット

  １）各種の技の練習

  ２）各自の課題別学

習

　３）連続技作成

  ４）連続技演技発表

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）高め、ボールを

つなぎ、空間を作り出すなどの動きに

よって、ゴール前への侵入などから攻

防するゲームを円滑に行うことができ

る。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）を理解した課題

をもち、チームの作戦をたてながらそ

の課題解決を目指した練習ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

・チーム内の役割を果たし、仲間と協

力して教えあい、楽しくゲームができ

る。

【陸上】

長距離走

・走る速さを競い合っ

たり、自己の記録を高

めたりするために、記

録を振り返りながら自

己分析を行うなど仲間

と協力して課題解決で

きる。

・持久走

・測定と自己分析

・自分の能力に適した技能のポイント

をつかみ、技能を高め競技したり記録

を高めたりすることができる。

・自分の能力に適した課題の選び方、

それにあわせた練習方法や競技の仕方

を理解し、知識を身につけることがで

きる。

・記録を向上させるための練習や競技

の仕方を工夫することができる。

・自分の目標を設定し、仲間と練習を

工夫し競い合ったり、活発に練習を積

み重ねたりして、高めあう事ができ

る。

【サッカー】 ・チームの課題や自己

の能力に適した課題解

決に取り組み、サッ

カーの集団

的技能を生かした攻防

を工夫して行うことが

できる。

・個人的技能

　・ドリブル

　・パス

　・シュート

　・トラップ

・集団的技能

（ゲーム）

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）高め、ボールを

つないだゲームを円滑に行うことがで

きる。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）を理解した課題

をもち、チームの作戦をたてながらそ

の課題解決を目指した練習ができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

【ダンス】 ・走る速さを競い合っ

たり、自己の記録を高

めたりするために、記

録を振り返りながら自

己分析を行うなど仲間

と協力して課題解決で

きる。

・リズムダンス

・創作ダンス

・自分自分の感じ方や工夫を率直に表

現し，感じを込めて踊ったり，みんな

でかかわりをもって踊ったりすること

ができる。

・ダンスの特性や学び方，歴史を理解

するとともに，発表の仕方や鑑賞の仕

方を理解し，知識を身に付ける

・記録を向上させるための練習や競技

の仕方を工夫することができる。

・自分の目標を設定し、仲間と練習を

工夫し競い合ったり、活発に練習を積

み重ねたりして、高めあう事ができ

る。
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４
～
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【保健】 ・健康な生活と疾病の

予防について理解し、

健康な日常生活を送る

ための望ましい行動や

調和のとれた生活習慣

を身につけることがで

きる。

・心身の機能の発達と

心の健康について理解

できるようにする。

・球技

・器械運動

・陸上競技

・ダンス

・武道

・各種の運動の特性に応じた技能等及

び社会生活における健康・安全につい

て理解するとともに，技能を身に付け

ることができる。

運動や健康についての自他や社会の課

題を発見し，合理的，計画的な解決に

向けて思考し判断するとともに，他者

に伝えることができる。

生涯にわたって継続して運動に親しむ

とともに健康の保持増進と体力の向上

を目指し，明るく豊か で活力ある生

活を営む態度を養う。

４
～

３

【体育理論】 ・健康な生活と疾病の

予防について理解し、

健康な日常生活を送る

ための望ましい行動や

調和のとれた生活習慣

を身につけることがで

きる。

・健康と環境について

理解を深めるととも

に、身体の適応能力と

それを超えた環境によ

る健康への影響を理解

することができる。

・「健康な生活と病気

の予防③」

・「健康と環境」

・感染症を予防するには，身体の抵抗

力を高めることが有効であること，ま

た，感染症にかかった場合は，疾病か

ら回復することはもちろん，周囲に感

染を広げないためにも，できるだけ早

く適切な治療を受けることが重要であ

ることを理解することができる。

・身体には，環境の変化に対応した調

節機能があり，一定の範囲内で環境の

変化に適応する能力があること，ま

た，体温を一定に保つ身体の適応能力

には限界があることや，その限界を超

えると健康に重大な影響が見られるこ

とを理解することができる。

健康な生活と疾病の予防における事柄

や情報などについて，保健に関わる原

則や概念を基に整理したり，個人生活

と関連付けたりして，自他の課題を発

見してる。

・健康と環境について，課題の解決方

法とそれを選択した理由などを，他者

と話し合ったり，ノートなどに記述し

たりして，筋道を立てて伝え合ってい

る。

・健康な生活と疾病の予防についての

学習に自主的に取り組もうとしてい

る。

・健康と環境についての学習に自主的

に取り組もうとしている。

＜備考＞保健は年間を通して適時実施する。　　　　体ほぐしの運動は、各単元にふさわしい運動や準備体操を適時実施する。・文化としてのスポーツの意義について理解することができる。・文化としてのスポーツの意義・スポーツは、文化的な生活を営みよりよく生きていくために重要であると理解し、オリンピックや国際大会等、民族や国、人種や性、障害の違いなどを超えて人々を結びつけ、国際親善や世界平和に大きな役割を果していることを理解することができる。・文化としてのスポーツの意義について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、思考し判断するとともに他者に伝えることができる。・文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に取り組むことができる。







・文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に取り組むことができる。



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【集団行動】 ・集団としての規律や

マナー、公正な態度を

身につける。

・二列横隊

・班編制

・方向転換

・列の増減

・基本的な隊形移動を習得することが

できる。

・集団行動としての規律やマナーを理

解しながら、自分の行動を予測するこ

とができる。

・集団行動（二列横隊、列の増減）の

ポイントを理解しながら、取り組めて

いるかどうか

・集団としての規律やマナーを理解し

ながら、意欲的に取り組むことができ

る。

・集団の一員としての自覚をもつこと

ができる。

【新体力テスト】 ・自己の体力の現状を

正しく把握し、生涯ス

ポーツの実践や体力づ

くりの基礎を養う。

・体力の向上を図るた

めの行い方を理解し、

課題解決するための練

習計画の見通しをもつ

ことができる。

・５０ｍ走

・立ち幅跳び

・２０ｍシャトルラン

・上体おこし

・握力

・長座体前屈

・ハンドボール投げ

・反復横跳び

・体力テストに向けて、最大パフォー

マンスを発揮できるよう体調への自己

管理を行うことができる。

・体力の向上を図るための課題を解決

するための計画をたてることができ

る。

・測定方法、ルール等を理解して行う

ことができる。

・体力の向上を図るための行い方を理

解し、自分の体力の課題を見つけるこ

とができる。

・自己の体力の現状を踏まえ記録の軌

跡を確認しながら、自己の体力に関す

る課題の設定を行うことができる。

・体力の向上を図るための行い方や課

題解決のための練習計画を自己分析し

ながら考えることができる。

・自己の体力の現状を正しく理解する

ための、各種目の取り組みを意欲的に

行うことができる。

・測定に必要な準備や、用具、場の設

定を進んで行うことができる。

・体力の向上を図るための行い方や課

題解決のための練習計画の立案に意欲

的に取り組むことができる。

【陸上】

ハードル走

走り高跳び

・ハードリングやの方

法やインターバル走の

技能を高め、自己記録

への挑戦や仲間との競

争を楽しむことができ

る。

・走り高跳びでは、リ

ズミカルな助走から、

力強く踏み切って大き

な動作で跳ぶことがで

きる。

・個人的技能

　・オーバーヘッドス

トローク

　・サイドアームスト

ローク

　・アンダーハンドス

トローク

　・サービス

・集団的技能

　・フォーメーション

　・ダブルスゲーム

・基本的な技能（各種ストローク、

サービス）を高め、ペアと連携した

ゲームを円滑に行うことができる。

・バドミントンにおいて用いられる技

術や戦術、作戦などの名称を知り、

ゲーム中にそれらを発揮することがで

きる。

・安全に留意して、競技のルールや練

習方法・審判法を理解できる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、技能や記録の

向上を目指して仲間と協力して取り組

むことができる。

【剣道】 ・礼を重んじ相手を尊

重する態度を身につけ

ることができる。

・正しい打ち方、足さ

ばきを身につけること

ができる。

・礼

・基本姿勢

・基本打ち

・礼儀作法や基本姿勢・構えを正しく

行うことができる。

・基本の打ち方（面・小手・胴）を身

につけることができる。

・剣道の特性や学び方，歴史を理解す

るとともに，礼儀作法の仕方や基本姿

勢・構えを理解し，知識を身に付け

る。

・自分自分の能力に適した課題の解決

を目指して，練習の仕方を工夫してい

る。

・剣道の特性や歴史に関心をもち，礼

を重んじ相手を尊重する態度で進んで

取り組もうとする。また，協力して練

習したりできる。
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 第【　2　】学年　【　　保健体育　　　】科学習指導計画　（年間指導時数　　１０５　　時間）

月 単元名 小単元・目標 主な学習活動・内容
評価基準



【ソフトボール】 ・集団的技能や個人的

技能の程度に応じた作

戦をたて、ゲームの

ルールを理解して、よ

りよいゲームづくりを

行うことができる。

＜技能＞

・個人的技能

　・キャッチボール

　・トス・バッティン

グ

・集団的技能

　・ゲーム

・施設・設備、道具を適切に用いて、

送球、捕球及び打撃を円滑に行うこと

ができる。

・チームや自分の能力に適した課題の

練習やゲームを通して集団的技能(戦

術）や個人的技能（キャッチボール、

トス、バッティング）を高めることが

できる。

・基本的なルールやポジションの役割

を理解し、仲間と協力して攻撃や守備

を工夫することができる。

・状況に応じて、ルールを工夫したり

作戦を立て、個人の特性を生かした攻

撃や守備ができる。

・チームのなかでの自分の役割を把握

することができる。

・施設、設備など安全に留意しながら

技能の向上を目指し、仲間と協力して

練習やゲームの分析を意欲的に行うこ

とができる。

・ルールを把握しながら審判などの

ゲーム運営に積極的に関わることがで

きる。

【器械運動】

跳び箱運動

・器械運動の特性を味

わい、個々の技を正確

にできるようにすると

ともに、自己の課題を

設定しその課題を仲間

と協力して解決

することができるよう

にする。

・跳び箱

１）各種技の練習

　・切り返し系

　・回転系

２）発表表

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）高め、ボールを

つなぎ、空間を作り出すなどの動きに

よって、ゴール前への侵入などから攻

防するゲームを円滑に行うことができ

る。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）を理解した課題

をもち、チームの作戦をたてながらそ

の課題解決を目指した練習ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

・チーム内の役割を果たし、仲間と協

力して教えあい、楽しくゲームができ

る。

【陸上】

長距離走

・走る速さを競い合っ

たり、自己の記録を高

めたりするために、記

録を振り返りながら自

己分析を行うなど仲間

と協力して課題解決で

きる。

・持久走

・測定と自己分析

・自分の能力に適した技能のポイント

をつかみ、技能を高め競技したり記録

を高めたりすることができる。

・自分の能力に適した課題の選び方、

それにあわせた練習方法や競技の仕方

を理解し、知識を身につけることがで

きる。

・記録を向上させるための練習や競技

の仕方を工夫することができる。

・自分の目標を設定し、仲間と練習を

工夫し競い合ったり、活発に練習を積

み重ねたりして、高めあう事ができ

る。

【バスケットボール】 ・チームの課題や自己

の能力に適した課題解

決に取り組み、バス

ケットボールの集団的

技能を生かした攻防を

工夫して行うことがで

きる。

・チームの実態に応じ

た作戦をたててゲーム

を楽しむ事ができる。

・個人的技能

　・ドリブル

　・パス

　・シュート

　・ピボット

・集団的技能

　・ゲーム

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、ピボット）高め、ボールを

つないだゲームを円滑に行うことがで

きる。

・チームの実態に応じた課題の設定と

作戦の組み立てが工夫できる。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート、ピボット）を理解した課題

をもち、その課題解決を目指した練習

ができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

・チーム内の役割を果たし、仲間と協

力して教えあい、楽しくゲームができ

る。

【サッカー】 ・走る速さを競い合っ

たり、自己の記録を高

めたりするために、記

録を振り返りながら自

己分析を行うなど仲間

と協力して課題解決で

きる。

・個人的技能

　・ドリブル

　・パス

　・シュート

　・トラップ

・集団的技能

　ゲーム

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）高め、ボールを

つないだゲームを円滑に行うことがで

きる。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・記録を向上させるための練習や競技

の仕方を工夫することができる。

・自分の目標を設定し、仲間と練習を

工夫し競い合ったり、活発に練習を積

み重ねたりして、高めあう事ができ

る。

４

５

６

７

９

１０

１１

１２

１

２

３



４
～

３

【保健】 ・健康な生活と疾病の

予防について理解し、

健康な日常生活を送る

ための望ましい行動や

調和のとれた生活習慣

を身につけることがで

きる。

・傷害の防止について

理解を深めるととも

に、応急手当の方法を

理解することができ

る。

・球技

・器械運動

・陸上競技

・ダンス

・武道

・各種の運動の特性に応じた技能等及

び社会生活における健康・安全につい

て理解するとともに，技能を身に付け

ることができる。

運動や健康についての自他や社会の課

題を発見し，合理的，計画的な解決に

向けて思考し判断するとともに，他者

に伝えることができる。

生涯にわたって継続して運動に親しむ

とともに健康の保持増進と体力の向上

を目指し，明るく豊か で活力ある生

活を営む態度を養う。

４
～

３

【体育理論】 ・健康な生活と疾病の

予防について理解し、

健康な日常生活を送る

ための望ましい行動や

調和のとれた生活習慣

を身につけることがで

きる。

・健康と環境について

理解を深めるととも

に、身体の適応能力と

それを超えた環境によ

る健康への影響を理解

することができる。

・「健康な生活と病気

の予防③」

・「健康と環境」

・感染症を予防するには，身体の抵抗

力を高めることが有効であること，ま

た，感染症にかかった場合は，疾病か

ら回復することはもちろん，周囲に感

染を広げないためにも，できるだけ早

く適切な治療を受けることが重要であ

ることを理解することができる。

・身体には，環境の変化に対応した調

節機能があり，一定の範囲内で環境の

変化に適応する能力があること，ま

た，体温を一定に保つ身体の適応能力

には限界があることや，その限界を超

えると健康に重大な影響が見られるこ

とを理解することができる。

健康な生活と疾病の予防における事柄

や情報などについて，保健に関わる原

則や概念を基に整理したり，個人生活

と関連付けたりして，自他の課題を発

見してる。

・健康と環境について，課題の解決方

法とそれを選択した理由などを，他者

と話し合ったり，ノートなどに記述し

たりして，筋道を立てて伝え合ってい

る。

・健康な生活と疾病の予防についての

学習に自主的に取り組もうとしてい

る。

・健康と環境についての学習に自主的

に取り組もうとしている。

＜備考＞保健は年間を通して適時実施する。　　　　体ほぐしの運動は、各単元にふさわしい運動や準備体操を適時実施する。・文化としてのスポーツの意義について理解することができる。・文化としてのスポーツの意義・スポーツは、文化的な生活を営みよりよく生きていくために重要であると理解し、オリンピックや国際大会等、民族や国、人種や性、障害の違いなどを超えて人々を結びつけ、国際親善や世界平和に大きな役割を果していることを理解することができる。・文化としてのスポーツの意義について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、思考し判断するとともに他者に伝えることができる。・文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に取り組むことができる。







・文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的に取り組むことができる。



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【集団行動】 ・集団としての規律や

マナー、公正な態度を

身につける。

・二列横隊

・班編制

・方向転換

・列の増減

・基本的な隊形移動を習得することが

できる。

・集団行動としての規律やマナーを理

解しながら、自分の行動を予測するこ

とができる。

・集団行動（二列横隊、列の増減）の

ポイントを理解しながら、取り組めて

いるかどうか。

・集団としての規律やマナーを理解し

ながら、意欲的に取り組むことができ

る。

・集団の一員としての自覚をもつこと

ができる。

【新体力テスト】 ・自己の体力の現状を

正しく把握し、生涯ス

ポーツの実践や体力づ

くりの基礎を養う。

・体力の向上を図るた

めの行い方を理解し、

課題解決するための練

習計画の見通しをもつ

ことができる。

・５０ｍ走

・立ち幅跳び

・２０ｍシャトルラン

・上体おこし

・握力

・長座体前屈

・ハンドボール投げ

・反復横跳び

・体力テストに向けて、最大パフォー

マンスを発揮できるよう体調への自己

管理を行うことができる。

・体力の向上を図るための課題を解決

するための計画をたてることができ

る。

・測定方法、ルール等を理解して行う

ことができる。

・体力の向上を図るための行い方を理

解し、自分の体力の課題を見つけるこ

とができる。

・自己の体力の現状を踏まえ記録の軌

跡を確認しながら、自己の体力に関す

る課題の設定を行うことができる。

・体力の向上を図るための行い方や課

題解決のための練習計画を自己分析し

ながら考えることができる。

・自己の体力の現状を正しく理解する

ための、各種目の取り組みを意欲的に

行うことができる。

・測定に必要な準備や、用具、場の設

定を進んで行うことができる。

・体力の向上を図るための行い方や課

題解決のための練習計画の立案に意欲

的に取り組むことができる。

【バドミントン】 ・ペアの課題や自己の

能力に適した課題解決

に取り組み、バドミン

トンの技能を生かし連

携した攻防を工夫して

行うことができる。

・個人的技能

　・オーバーヘッドス

トローク

　・サイドアームスト

ローク

　・アンダーハンドス

トローク

　・サービス

・集団的技能

　・フォーメーション

　・ダブルスゲーム

・基本的な技能（各種ストローク、

サービス）を高め、ペアと連携した

ゲームを円滑に行うことができる。

・バドミントンにおいて用いられる技

術や戦術、作戦などの名称を知り、

ゲーム中にそれらを発揮することがで

きる。

・安全に留意して、競技のルールや練

習方法・審判法を理解できる。

・技能の要点（各種ストローク、サー

ビス）を理解した課題をもち、その課

題解決を目指した練習ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、フェアなプレ

イを大切にしようとし、作戦等につい

ての話し合いに貢献しようとすること

ができる。

・互いに助け合い、教え合おうとし、

楽しくゲームをすることができる。

【ハンドボール】 ・チームの課題や自己

の能力に適した課題解

決に取り組み、ハンド

ボールの集団的技能を

生かした攻防を工夫し

て行うことができる。

・個人的技能

　・ドリブル

　・パス

　・シュート

・集団的技能

　・ゲーム

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート）を高め、ボールをつないだ

ゲームを円滑に行うことができる。

・チームの実態に応じた課題の設定と

作戦の組み立てが工夫できる。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート）を理解した課題をもち、そ

の課題解決を目指した練習ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

・チーム内の役割を果たし、仲間と協

力して教えあい、楽しくゲームができ

る。

４

５

６

７

９

１０

１１

１２

１

２

３

 第【　3　】学年　【　　保健体育　　　】科学習指導計画　（年間指導時数　　１０５　　時間）

月 単元名 小単元・目標 主な学習活動・内容
評価基準



【バレーボール】 ・勝敗を競う楽しさや

喜びを味わい、体力の

高め方や運動観察の方

法などを理解するとと

もに、作戦に応じた技

能で仲間と連携しゲー

ムを展開することがで

きる。

・個人的技能

　・オーバーパス

　・アンダーパス

　・サーブ

・集団的技能

　・「拾う、つなぐ、

打つ」などの一連の流

れで攻撃を組み立て

る。

・空いた場所をめぐる

攻防

・役割に応じたボール操作や安定した

ボール操作と連携した動きによって空

いた場所をめぐる攻防をすることがで

きる。

・安全に留意して、各種のルール、各

種目のルール、競技、審判方法を理解

できる。また、チーム内での個人の役

割を理解しながら行動できる。

・技能の要点（オーバーパス、アン

ダーパス、サーブ、スパイク、ブロッ

ク）を理解した課題をもち、その課題

解決を目指した練習ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら自分に適した目

標を設定し、技能の向上を目指して仲

間と工夫して意欲的に練習やゲームが

できる。また、ルールを把握しながら

審判などのゲーム運営に積極的に関わ

ることができる。

【サッカー】 ・チームの課題や自己

の能力に適した課題解

決に取り組み、サッ

カーの集団的技能を生

かした攻防を工夫して

行うことができる。

・個人的技能

　・ドリブル

　・パス

　・シュート

　・トラップ

・集団的技能

　・ゲーム

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）高め、ボールを

つなぎ、空間を作り出すなどの動きに

よって、ゴール前への侵入などから攻

防するゲームを円滑に行うことができ

る。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート、トラップ）を理解した課題

をもち、チームの作戦をたてながらそ

の課題解決を目指した練習ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

・チーム内の役割を果たし、仲間と協

力して教えあい、楽しくゲームができ

G9:G10る。

【バスケットボール】 ・チームの課題や自己

の能力に適した課題解

決に取り組み、バス

ケットボールの集団的

技能を生かした攻防を

工夫して行うことがで

きる。

・チームの実態に応じ

た作戦をたててゲーム

を楽しむ事ができる。

・個人的技能

　・ドリブル

　・パス

　・シュート

　・ピボット

・集団的技能

　・ゲーム

・基本的な技能（ドリブル、パス、

シュート、ピボット）高め、ボールを

つなつなぎ、空間を作り出すなどの動

きによって、ゴール前への侵入などか

ら攻防するゲームを円滑に行うことが

できる。

・チームの実態に応じた課題の設定と

作戦の組み立てが工夫できる。

・ルール、競技や審判の方法を理解し

することができる。また、チーム内で

の個人の役割を理解しながら行動でき

る。

・技能の要点（ドリブル、パス、

シュート、ピボット）を理解した課題

をもち、その課題解決を目指した練習

ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・安全に留意しながら、技能の向上を

目指して仲間と協力して創造できる。

また、勝敗に対して公正な態度をとる

ことができる。

・チーム内の役割を果たし、仲間と協

力して教えあい、楽しくゲームができ

る。

【選択体育①】 ・主体性を発揮して、

各種の運動の合理的な

実践方法を学ぶととも

に、運動の楽しさや喜

びを味わう。

・仲間と協力して計画

的に活動を創造すると

共に、奉仕・責任の精

神を養う

・球技

・器械運動

・陸上競技

・ダンス

・武道

・各種の運動の特性に応じた技能等及

び社会生活における健康・安全につい

て理解するとともに，技能を身に付け

ることができる。

運動や健康についての自他や社会の課

題を発見し，合理的，計画的な解決に

向けて思考し判断するとともに，他者

に伝えることができる。

生涯にわたって継続して運動に親しむ

とともに健康の保持増進と体力の向上

を目指し，明るく豊か で活力ある生

活を営む態度を養う。
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【陸上】

長距離走

・走る速さを競い合っ

たり、自己の記録を高

めたりするために、記

録を振り返りながら自

己分析を行うなど仲間

と協力して課題解決で

きる。

・持久走

・測定と自己分析

・自分の能力に適した技能のポイント

をつかみ、技能を高め競技したり記録

を高めたりすることができる。

・自分の能力に適した課題の選び方、

それにあわせた練習方法や競技の仕方

を理解し、知識を身につけることがで

きる。

・記録を向上させるための練習や競技

の仕方を工夫することができる。

・自分の目標を設定し、仲間と練習を

工夫し競い合ったり、活発に練習を積

み重ねたりして、高めあう事ができ

る。

【選択体育②】 ・主体性を発揮して、

各種の運動の合理的な

実践方法を学ぶととも

に、運動の楽しさや喜

びを味わう。

・仲間と協力して計画

的に活動を創造すると

共に、奉仕・責任の精

神を養う

・球技

・器械運動

・陸上競技

・ダンス

・武道

・各種の運動の特性に応じた技能等及

び社会生活における健康・安全につい

て理解するとともに，技能を身に付け

ることができる。

運動や健康についての自他や社会の課

題を発見し，合理的，計画的な解決に

向けて思考し判断するとともに，他者

に伝えることができる。

生涯にわたって継続して運動に親しむ

とともに健康の保持増進と体力の向上

を目指し，明るく豊か で活力ある生

活を営む態度を養う。

４
～

３

【保健】 ・健康な生活と疾病の

予防について理解し、

健康な日常生活を送る

ための望ましい行動や

調和のとれた生活習慣

を身につけることがで

きる。

・健康と環境について

理解を深めるととも

に、身体の適応能力と

それを超えた環境によ

る健康への影響を理解

することができる。

・「健康な生活と病気

の予防③」

・「健康と環境」

・感染症を予防するには，身体の抵抗

力を高めることが有効であること，ま

た，感染症にかかった場合は，疾病か

ら回復することはもちろん，周囲に感

染を広げないためにも，できるだけ早

く適切な治療を受けることが重要であ

ることを理解することができる。

・身体には，環境の変化に対応した調

節機能があり，一定の範囲内で環境の

変化に適応する能力があること，ま

た，体温を一定に保つ身体の適応能力

には限界があることや，その限界を超

えると健康に重大な影響が見られるこ

とを理解することができる。

健康な生活と疾病の予防における事柄

や情報などについて，保健に関わる原

則や概念を基に整理したり，個人生活

と関連付けたりして，自他の課題を発

見してる。

・健康と環境について，課題の解決方

法とそれを選択した理由などを，他者

と話し合ったり，ノートなどに記述し

たりして，筋道を立てて伝え合ってい

る。

・健康な生活と疾病の予防についての

学習に自主的に取り組もうとしてい

る。

・健康と環境についての学習に自主的

に取り組もうとしている。

４
～

３

【体育理論】 ・文化としてのスポー

ツの意義について理解

することができる。

・文化としてのスポー

ツの意義

・スポーツは、文化的な生活を営みよ

りよく生きていくために重要であると

理解し、オリンピックや国際大会等、

民族や国、人種や性、障害の違いなど

を超えて人々を結びつけ、国際親善や

世界平和に大きな役割を果しているこ

とを理解することができる。

・文化としてのスポーツの意義につい

て、課題を発見し、その解決を目指し

た活動を通して、思考し判断するとと

もに他者に伝えることができる。

・文化としてのスポーツの意義につい

ての学習に自主的に取り組むことがで

きる。

＜備考＞保健は年間を通して適時実施する。　　　　体ほぐしの運動は、各単元にふさわしい運動や準備体操を適時実施する。
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